
令和７年度第２回宮代町地域公共交通会議

次 第

１．開会

２．あいさつ

３．議事

(1)循環バス利用状況について

（新時刻表変更後の経過状況）

(2)宮代町公共交通需要調査の実施について

４．その他



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

1865 4750 4712 5548 3957 5502 5490 5168 4747 4178 4983 5686 4933 4251 5298

令和6年度 令和7年度

令和7年4月1日から土日の減便が開始し、4月から6月までの乗降者推移が確定しました。結果としまして、4月は若干の落ち込みがあったものの5月、6月と上昇傾

向にあり、例年と比較しても大きな変化は見られませんでした。減便による影響が最小限に抑えられたと考えられます。
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乗降者数推移

センサー入替に伴い

乗降者数未計上あり
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公共交通需要調査の実施

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

集計・ 分析

1  公共交通利用動向の把握・分析（どのように使われているか？）

2  住民ニーズの把握、分析（公共交通に何を求めているか？）

地域住民の日常の移動実態と公共交通に対するニーズの把握、分析  →  持続可能な交通体系へ

(1) 意識調査（対象2,000人）

(2) 地域ワークショップ（公共交通課題の理解と解決の意見交換）

3  宮代町の交通課題解決のための資料収集、事例研究など
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〒



1  公共交通利用動向の把握・分析（どのように使われているか？）

（1）町内循環バス

・バス停の乗降データから利用状況の分析

（2）タクシーによる移動

・タクシーの乗降データ、移動記録などから利用状況の分析

（3)インタビュー

利用者→駅や役場、商業施設などの利用者への聞き取り

事業者→バスやタクシー事業者への聞き取り
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2住民ニーズの把握、分析（公共交通に何を求めているか？）

(1)住民意識調査 対象2,000人

・対象者分類 … 年代、性別、居住地、世帯など分析に必要な基本情報

・利用状況 … 日常の移動の目的、手段、頻度 など

・利用ニーズ … 主に公共交通への満足度や要望 など

(2)地域ワークショップ 地区自治会

（予定しているテーマ）

①公共交通の現状と将来展望についての説明と理解

②各地域での移動や交通の困りごとなどについての意見交換

宮代町にとって望ましい公共交通のあり方について
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3 資料収集・事例調査

高齢化や運転者不足など、地域の公共交通の課題に対応している
事例や仕組みの収集

宮代町の現状と照らし合わせ、どんな課題解決手段（交通手段）
があり得るのかを検討
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本調査における全体スキームとねらい

対象者別の需要を把握

（例）高齢者→乗り換えや待ち時間の少ない交通

（例）学生→定時定路線の安定した交通

（例）来街者→臨機の需要に応えられる交通

各交通手段が可能とする移動区間

（例）地区内での移動

（例）地区間での移動

（例）町内全域での移動

これらを統合、集約

目的とする具体的交通手段
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誰が必要としているのか？ どこへ行こうとしているのか？

条件を満たす手段はなにか？

これらの情報を整理、共有し、町民と一緒に町の公共交通について考えることを目的とします。
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